
 

 

 

佐田自治協会からの須佐・窪田小学校の学校再編に関する要望について 

 

 

令和５年６月１日付で、佐田自治協会（会長 糸賀元次）から、市長及び教

育長へ、須佐・窪田小学校の学校再編に関する要望書の提出がありましたので、

下記のとおり報告します。 

記 

１ 要望内容 

①できるだけ早期に両校の統合を推進すること。そのための市と地元との協

議機関を設置すること。 

②再編する学校の場所は佐田中学校敷地内とし、新たな校舎を整備すること。

ただし、早期再編のため、一時的に現小学校の校舎を使用することも視野

に検討すること。 

③小学校の再編に留まらず、佐田中学校を含めた義務教育学校*1や小規模特

認校制度*2の導入など、特色ある学校づくりを検討すること。 

 

２ 今後の対応 

地元の思いを重く受け止め、子どもたちにより望ましい学びの場を整える

観点から、早期に地元との協議の場を設け、須佐・窪田両小学校の再編につ

いて検討していく。 

再編の時期や場所及び義務教育学校、小規模特認校などの学校の形態につ

いては、課題を整理しながら検討を進める。 

 
*1 義務教育学校…小学校６年間と中学校３年間の義務教育期間９年間を１つの学校と

して、一貫教育を実施する学校 
*2 小規模特認校制度…従来の通学区域は残したままで、特定の小規模校について、通

学区域に関係なく、当該市町村内のどこからでも就学を認める制度 
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